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〃igjVb”ﾉｚＥａｓばれdmHjsjoryAssociα"o",Shillong,Indiaにまとめた。
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＊慶雁義塾大学大学院社会学研究科博士課程

北・南/体壁系・内臓系
一｢身体の２重性｣－

松尾 信明＊

私は或る出版社から旅費をもらい，津軽旅行を企てた。その頃日本では，南方へ南方へと，皆の関心がもっぱらそ

の方面にばかり集中せられていたのであるか，私はその正反対の本州の北端に向って旅立った。

（太宰治「十五年間｣）

１．体壁系・内臓系

1-1．身体

わたしは，解剖学者，故三木成夫の研究に依拠する。三木によれば，人体は「内臓系」（＝植物性器官，

splanchnon）と，「体壁系」（＝動物性器官，organon）とに分けられる。ここに、「身体の２重性」が

みられる。

人体にみられる植物的機能とは．吸収-循環一排出の諸器官が担い，特に循環系が中心である。人体に

みられる動物的機能とは，感覚_神経一連動の諸器官が担い，特に神経系が中心である。体壁系は，その

感覚機能と連動機能を仲介する神経系の中枢部，脳髄によって，代表される。これに対し，内臓系は，

その吸収機能と排池機能を仲介する循環系の中心部，心臓によって，代表される（三木l992a:146)。

つまり，内臓系の動きは、心臓で代表され，体壁系の動きは．脳で代表される。心情と精神は，この

心臓と脳に由来したもので，それぞれ人体を２分する“植物的ないとなみ”と“動物的ないとなみ”を

象徴する（三木1997:３８)。以上から，体壁系-脳一mind,内臓系一心臓一feelings，ということが言える。

従来の身体論では．〈身体〉のうち体壁系のみに分析が偏り，内臓系は見落とされていたと言いうる。

人間の身体とは，体壁系と内臓系，ふたつあわせてく身体〉なのである。そうであるならば，「身体論」

というものも，それを反映したものであらねばならないはずである。

1-2．身体論

湯浅(1996)は、こうした体壁系と内臓系という，「身体の２重性」に着目している。従来の身体論，

それは特にメルローポンティを代表とする，と言ってもよいであろう。メルローポンティもまた，視覚，

触覚，運動，といった体壁系に関する研究は残していると言えようが，内臓系に関してはその視野に

入っていなかったと言えると思われる。身体の中，それを「器官の詰まった暗闇」(Merleau-Pontyl964

＝1989:192)と記述する彼にとって，内臓系とは言わば，「ブラックボックス」のようなものであったの
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ではないだろうか。

デカルトも言うように，われわれは，内臓系を意識することができない。これが，内臓系が不随意系

である，ということである(Descartesl641＝1978:302)。内臓系とは言ってみれば，「内なる非自己・

他者」たる存在，なのである。

現在の，特に１９９７年１０月１６口，「臓器の移植に関する法律」（｢臓器移植法｣）施行後の身体，自己

とは，内臓系と強く関わっているのだと言いうる。自己の内なる他者たる内臓系を他者と交換すること

が，臓器移植である。これまで，内臓系はあまりにも顧慮されてこなかった。ところが，現在，内臓系，

そしてそこからひろがることになる，言わば「非個体的な身体」（非個体性）と言うべきものが，非常に

重要性を帯びていると考えられるのである。

従来の身体論を更新するということだけではなく，社会制度と個の相互変容という観点，そしてさま

ざまな文化事象に．内臓系をめぐる事象が表象されているという観点。これらが，わたしの研究のもつ，

社会学的な意義，ということになろうか。わたしは，当座はあえて図式的な構えをとる。

1-3．京都へ

以上の問題意識に基づき，わたしは，２００３年１２月６日，京都女子大学で行われた「日本現象学・社

会科学会」第２０同大会において，『｢身体の２重性｣－内臓系アイデンティティの冒険一』と題する

報告を行った。そこでわたしが実感したものとは，メルローポンティの身体論が，いかに深く根をもっ

ているか，ということであった。

2．北・南（南方へ）

三木は，「南と北の生物学」を構想する（三木l992a:137)。これについて，単なるイメージでしかな

いという批判もありえよう。しかし，この構想は，三木解剖学の知見が総動員された，示唆に富むもの

であると，わたしには思えるのである。三木によれば，体壁系とは北，内臓系とは南である。

わたしは，従来の身体論に，内臓系のもつ意義を付加し更新すること，このことを狙いとして定めて

いる。三木を踏まえればよって，わたしの試みとは言わば，南方へ向うものなのである。その点，冒頭

に引用した太宰の試みとは異なる。しかし，同時代の支配的な流れに悼さし出立する点，同型の試みな

のである。北と南，「２つの視野の統合」（加藤1999）が求められているのである。

3．触覚－舌-味覚（統合への途）

敢えて「図式的」な構えを，（戦略上）行うとわたしは先に書いた。では，そののち，北と南，その統

合の方途はどう探られるべきなのだろうか｡逆説的でもあるのだが，メルローポンティの身体論こそが，

その糸口にあたるとわたしは考えるのである。

メルローポンティは，触覚の一環としての舌，とでも言えることを書いている。「私の指や舌とのそれ

らのざらざらした接触」(Merleau-Pontyl964＝1989:225)，と。ここに，北と南，その統合への途があ

る。

触覚とは，体壁系と結びついている。味覚とは，人間の五感のうち，内臓系と直結している（三木

1983:45-46)◎メルローポンティは触覚の一環として，舌を扱った。舌と何ものかとの，「ざらざらした

接触｣。ここから，味覚へ。言ってみれば，舌を媒介とした，触覚一味覚の統合の試み，これが，北・南／
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体壁系・内臓系、２つを統合することにつながるのでは，ないか。

わたしは、以上のような観点から，特にメルローポンティの身体論を仔細に検討することと同時に，

味覚，（そしてこれに関連するものとしての「食｣）というものを，さらなるテーマとして追究してゆき
グ－グ－

たいと考えている。ノ､ビトゥス概念のキイとしての「趣味＝味覚」(Bourdieul979＝1990:156)をあげ

るブルデューも，この試みに関係してこよう。これだけを述べれば奇矯にもきこえようが，ハビトゥス

とは，内臓系と結びついた概念なのである。

味覚の連続性，アリョーシャの桜んぼのジャム（『カラマーゾフの兄弟上』)。冒険は続くのである。
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